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学校教育課程
地域の教育の

活性化に貢献する
教員を養成
〈110名〉

■教育実践コース

■英語教育コース

■理数教育コース ●数学専攻
●理科専攻

■特別支援教育コース

■こども発達コース

地域文化学科
地域活性化に

貢献する人材を養成
〈100名〉

■地域社会コース

●公共政策領域
●生活科学領域
●地域環境領域
●情報コミュニケーション
　領域
●心理実践領域

■人間文化コース
●日本文化領域
●国際文化領域
●芸術文化領域

　

教
育
文
化
学
部
は「
人
間
存

在
を
め
ぐ
る
現
代
的
課
題
を

総
合
的
に
探
求
し
、教
員
及
び

新
た
な
生
活
文
化
の
創
造
を

担
う
人
材
の
育
成
」を
理
念
と

し
、教
員
養
成
を
担
う
「
学
校

教
育
課
程
」と
地
域
協
働
の
核

と
な
る「
地
域
文
化
学
科
」の

１
課
程
１
学
科
に
再
編
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
課
程
は
、教
育

実
践
コ
ー
ス
、英
語
教
育
コ
ー
ス
、

理
数
教
育
コ
ー
ス
、特
別
支
援

教
育
コ
ー
ス
、こ
ど
も
発
達
コ
ー

ス
の
計
５
コ
ー
ス
で
構
成
し
て

い
ま
す
。教
育
現
場
と
密
接
な

連
携
を
図
り
つ
つ
、地
域
の
教

育
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
教

員
を
養
成
し
ま
す
。こ
れ
に
よ

り
、秋
田
県
に
お
け
る
教
員
養

成
の
基
幹
を
担
う
教
育
文
化

学
部
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
し
て

い
き
ま
す
。

　

地
域
文
化
学
科
は
、社
会
科

学
系
を
軸
と
し
た
「
地
域
社
会

コ
ー
ス
」、人
文
科
学
系
を
軸

と
し
た
「
人
間
文
化
コ
ー
ス
」で

構
成
し
て
い
ま
す
。ま
た
、特
定

の
専
門
分
野
を
深
め
る
た
め
に
、

公
共
政
策
、生
活
科
学
、地
域

環
境
、情
報
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

心
理
実
践
、日
本
文
化
、国
際

文
化
、芸
術
文
化
の
８
つ
の
領

域
を
設
け
て
い
ま
す
。各
コ
ー

ス
・
領
域
で
の
本
格
的
な
学
習

は
２
年
次
以
降
自
由
に
選
択
で

き
、幅
広
い
履
修
が
可
能
で
す
。

多
角
的
な
視
点
か
ら
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
み
、地
域

活
性
化
に
貢
献
す
る
人
材
の
養

成
を
目
指
し
ま
す
。

特　集再編  教育文化学部、理工学部

　平成26年４月、従来の教育文化学部・医学
部・工学資源学部のうち、教育文化学部と工学
資源学部を再編、国際資源学部を新設し、国際
資源学部・教育文化学部・医学部・理工学部の
４学部として、新たに生まれ変わります。
　世界最高水準の資源学教育拠点を目指し、ナ
ショナルセンター機能を有する国際資源学部に
対し、教育文化学部は１課程１学科へ、理工学
部は４学科へ再編し、リージョナルセンター機能
の一層の深化を図ります。「地域の活力を生み出
す核となり、世界をリードする教育研究拠点を確
立する」との強い信念のもと、グローバルな視点
から思索・行動できる人材を養成するとともに、地
域に密着し地域のニーズに応える人材養成機能
も強化していきます。

教育文化学部
理 工 学 部

教
育
文
化
学
部

現
場
実
践
力・生
涯
学
習
力
の
あ
る

社
会
人
を
養
成

教育文化学部の構成

教育文化学部の特色

【地域文化学科】
1．	大学と地域現場を結びつけた新たな実践的教育システムを構築。コア・カリキュラムとして、地
域学基礎、地域社会基礎ゼミ・人間文化基礎ゼミ、地域連携プロジェクトゼミ・特定地域研究ゼ
ミを各年次に配置。

2．	専門分野について知見や研究方法を深めるための特定領域科目を用意。
3．	フィールドワークを軸に、理論研究や資料調査などを組み合わせながら、統計や情報処理の
方法で分析能力を向上させるなど、実社会に対する適応力と実践力を重点的に育成。

【学校教育課程】
1．	地域の教育界と連携し、大学と教育現場を結びつけた新たな実践的教育システムを構築。
2．	特別支援教育や小学校での外国語活動・理科実験、子育て支援、防災教育、ICT活用教育
などに対応した科目を配置。

3．	教職導入ゼミ、教育福祉実習（介護等体験）、附属学校と公立学校での教育実習など系統的
に配置。

介護等
体験

教育
実地研究

Ⅰ

教育
実地研究

Ⅱ

教育
実地研究

Ⅲ

教育
実地研究

Ⅳ

教職総合
基礎

教職発展
演習Ⅰ

教職発展
演習Ⅱ

教育実習
Ⅰ期

教育実習
Ⅱ期 副免実習

面　談 面　談 面　談 面　談

1年次 2年次 3年次 4年次

次
世
代
を
育
て
る

教
員
の
養
成

教
職
導
入
ゼ
ミ

教
職
実
践
演
習

教育実習の強化・充実

教 育 実 践 力 の 育 成

教職ポートフォリオ

1年次 2年次 3年次 4年次

卒
業
研
究（
学
習
体
験
の
統
合
）

　

地
域
理
解
の
基
礎   

秋
田
学
基
礎

基盤科目
社会科学・人文
科学を超えた
幅広い視野と
多角的視点の
基盤

特定領域科目

基幹科目

地域社会コース　社会科学系

人間文化コース　人文科学系

地
域
の
実
情
を
理
解
し
た

汎
用
性
と
専
門
性
を
兼
ね
備
え
た

実
践
力
あ
る
人
材
の
養
成

コア・カリキュラム
フィールドワークと地域連携

地域学基礎 地域社会基礎ゼミ
人間文化基礎ゼミ

地域連携プロジェクトゼミ
特定地域研究ゼミ

実践力の育成

専門性の獲得

幅広い視野と
多角的視点の

育成

新
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と

Ｕ
Ⅰ
カ
ラ
ー
を
制
定
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理
工
学
部
は「
理
学
分
野
の

基
礎
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
モ

ノ
づ
く
り
・コ
ト
づ
く
り
の
で
き
る

人
材
育
成
」を
理
念
と
し
、生
命

科
学
科
、物
質
科
学
科
、数
理
・

電
気
電
子
情
報
学
科
、シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
工
学
科
の
４
学
科
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

　
「
理
」を
強
化
し
た
教
育
を

推
進
す
る
こ
と
で
工
学
、理
工
学
、

理
学
系
へ
の
幅
広
い
選
択
肢
を

提
供
。理
学
に
関
す
る
基
礎
教

育
を
１・２
年
次
に
徹
底
し
て
行

い
、３・４
年
次
で
は
そ
の
知
識
を

実
験
、実
習
な
ど
で
活
用
し
な
が

ら
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。自
ら

課
題
を
発
見
し
、未
知
の
分
野
の

課
題
に
対
し
て
も
幅
広
い
視
野

か
ら
、柔
軟
に
解
決
で
き
る
能
力

を
修
得
さ
せ
る
学
士
課
程
教
育

を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、高
齢
者
対
応
、新
し

い
素
材
、環
境
浄
化
、ロ
ケ
ッ
ト
な

ど
の
宇
宙
輸
送
機
・構
造
物
、津

波
災
害
及
び
雪
害
に
関
す
る
地

域
防
災
な
ど
の
技
術
開
発・研
究

を
推
進
。高
度
な
技
術
者
・研
究

者
を
育
成
し
ま
す
。

特　集 再編  教育文化学部、理工学部

3学部から4学部へ

教育文化学部
〈210名〉

学校教育
課程

地域文化
学科

110名 100名

国際資源学部
〈120名〉

国際資源学科

120名

医学部
〈228名〉

医学科 保健
学科

122名 106名

理工学部
〈395名〉

生命
科学科

物質
科学科

数理・電気
電子情報

学科

システム
デザイン
工学科

45名 110名 120名 120名

現　行

平成26年4月から

教育文化学部

学校
教育
課程

地域
科学
課程

国際
言語
文化
課程

人間
環境
課程

工学資源学部

地球
資源
学科

環境
応用

化学科

生命
化学科

材料
工学科

情報
工学科

機械
工学科

電気
電子

工学科

土木
環境

工学科

※数値は学生入学定員

ナショナル
センター機能 リージョナルセンター機能

地域の活力を生み出し、世界に挑戦する教育研究拠点を構築

新設

再編

医学部

医学科 保健
学科

再　編特集
理

工

学

部

新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
・コ
ト
づ
く
り

の
で
き
る
人
材
を
育
成

理工学部の構成

理工学部の特色

1．スイッチバック方式によるものづくり実践一貫教育
　基礎教育と実践教育を繰り返し交互に行うこと（スイッチバック）で、問題解決能
力・創造性のある優れた技術者、また早期戦力となる技術者の育成を目指します。

2．出る杭を伸ばすへリックスプロジェクト
　国際的に活躍できる独創性に富んだ研究者を育成することを目的に、物理、
化学、生物、地学、数学に関して優れた能力・意欲を持つ学生を選抜。１年次か
ら特別のカリキュラム、セミナー、早期研究室配属等の機会を提供します。また、３
年卒業の早期卒業制度による大学院入学を認めるアドバンストコースを設置し
ています。 1年次 2年次 3年次 4年次

通　常
教養基礎教育科目 卒業課題研究

大
　
学
　
院

専門科目

アドバンスト
コース

研究室配属 大学院講義聴講

卒業課題研究

海外の大学視察 国内・国際学会参加発表、論文作成
AO、一般入試から

特別選抜 科学英語、特別演習

早期卒業制度

3．地域に飛び出す学生自主プロジェクト
　附属ものづくり創造工学センターでは、学生が自ら企画したプロジェクトをもとに
チームを結成し、様 な々ものづくりや活動を実践する取り組みを行っています。

特色ある自主プロジェクトが進行中です
秋田杉プロジェクト
密閉空間での組木について実用
新案を申請。杉材の活用と製品の
開発を提案。

ハイブリッドロケット
打ち上げプロジェクト
日本の学生団体としては2番目と
なる自作ハイブリッドエンジンに
よるロケット打ち上げに成功。

ヨーグルト開発プロジェクト
ヨーグルトと甘酒の持つ健康効
果に注目し、2つの効果を併せ持
つ米ヨーグルトを開発

　

4
学
部
体
制
へ
の
移
行

に
先
駆
け
、情
報
発
信
力

を
強
化
し
、秋
田
大
学
の
知

名
度
・信
頼
性
を
よ
り
一
層

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
Ｕ
Ｉ
カ

ラ
ー（
＝
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
）

を
制
定
し
ま
し
た
。

　

新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ

ン
と
Ｕ
Ｉ
カ
ラ
ー
の
選
定

は
教
育
文
化
学
部
の
石
井

宏
一
准
教
授
が
担
当
。新
ロ

ゴ
マ
ー
ク
は
平
成
25
年
10

月
18
日
付
で
商
標
登
録

証
が
発
行
さ
れ
、商
標
登

録
さ
れ
ま
し
た
（
登
録
第

5
6
2
4
0
2
3
号
）。

　

新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
大
学
の

広
報
出
版
物
や
封
筒
な
ど

の
印
刷
物
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
順
次
使
用
し
、大
学

の
新
体
制
と
明
る
い
イ
メ
ー

ジ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

※ＵⅠ＝University Ⅰdentityの略。

ロゴマークデザインの意味
次の4つの表現が込められています。
①秋田大学の英語表記の頭文字「a」
②秋田県の「海岸線」
③4つの学部（国際資源学部・教育文

化学部・医学部・理工学部）で構成し
ていること

④「世界」と「地域」に貢献する大学の
イメージ

●プロセスカラー
　C100％ ＋ Y100%
● D I C  2561
● PANTONE 347

実践科目群

テクノ
キャリアゼミ
社会人講師との

対話社会で必要と
される人材とは？

ものづくり
基礎実践
失敗に学ぶ

「より良い」もの
づくり実践

創造工房
実習

専門に即した
テーマで本格的

ものづくり
実践活動

プロジェクト
ゼミ

自主チーム運営に
よる複雑なもの
づくり実践活動

卒業課題
研究

地域産業界との
連携・人材育成

基礎教育
科目群 教養基礎教育科目 専門基礎科目 専門科目

波
及
効
果

スイッチバックしながら四年間一貫したものづくり実践教育を実施

生命科学科
ライフサイエンス分野の様々な課題に挑戦する

研究者・技術者を育成
〈45 名〉

■生命科学コース

物質科学科
先端機能材料や化学プロセスに携わる

研究者・技術者を育成
〈110名〉

■応用化学コース

■材料理工学コース

数理・電気電子情報学科
数学・物理から電気・電子、情報通信の
各分野をリードする多彩な人材を育成

〈120名〉

■数理科学コース

■電気電子工学コース

■人間情報工学コース

システムデザイン工学科
新しいものづくりができる実践的な技術者を育成

〈120名〉

■機械工学コース

■創造生産工学コース

■土木環境工学コース

UⅠカラー
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大学院工学資源学研究科・工学資源学部

御
を
試
み
ま
し
た
。
磁
場
内
外

で
の
フ
ェラ
イ
ト
粒
子
の
モ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
し
、
活
性
汚
泥
を
構

成
す
る
微
生
物
の
殺
菌・可
溶
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
技
術

は
吉
村
昇
学
長
の
フ
ェラ
イ
ト
粒

子
お
よ
び
微
生
物
の
殺
菌
効
果

に
関
す
る
特
許
を
応
用
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
活

性
汚
泥
液
を
未
処
理
の
活
性
汚

泥
に
酸
化
物
分
解
さ
せ
る
こ
と

で
、余
剰
汚
泥
が
発
生
し
な
い
排

水
処
理
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
、ラ
ボ
・

ス
ケ
ー
ル
で
ゼ
ロ・エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
に
成
功
し
て

い
る
の
で
、
続
い
て
排
水
／
下
水

処
理
場
で
応
用
化
の
実
現
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ・エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
社
会
に
向
け
て2

．リ
サ
イ
ク
ル
／
ゴ
ミ
の
資
源
化

　

余
剰
活
性
汚
泥
は
産
業
廃
棄

物
で
あ
る
と
同
時
に
大
事
な
資

源
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は

余
剰
活
性
汚
泥
を
脱
水
・
乾
燥

し
た
後
、
高
温
で
炭
化
さ
せ
る

実
験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ガ
ス
賦
活
に
よ
る
活
性
炭
の
作

製
を
試
み
ま
し
た
。
活
性
炭
は

導
電
性
に
優
れ
、
電
極
と
し
て

使
用
可
能
な
こ
と
か
ら
様
々
な

応
用
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、前
節
で
述
べ
た
手
法
を

用
い
て
活
性
汚
泥
を
可
溶
化
し

た
後
、
可
溶
化
液
体
を
バ
イ
オ

燃
料
電
池
と
し
て
電
力
を
発
生

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

秋
田
県
八
郎
湖
の
残
存
湖
に
は

毎
年
ア
オ
コ
が
発
生
し
て
い
ま
す

が
、私
た
ち
は
悪
臭
や
湖
の
水
環

境
悪
化
の
原
因
と
な
る
こ
の
問

題
に
着
目
し
、
ア
オ
コ
を
バ
イ
オ

燃
料
電
池
に
用
い
る
こ
と
に
よ
る

電
力
生
成
に
も
成
功
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
ゴ
ミ
と
思
わ

れ
て
い
る
物
質
を
有
効
利
用
す

る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

3
．誘
電・絶
縁
材
料
の
特
性
評
価

　

高
電
圧
印
加
時
に
電
界
緩

和
を
図
る
た
め
、 

非
線
形
材
料

ZnO
（
酸
化
亜
鉛
）微
粒
子
を
注

入
し
た
絶
縁
材
料（
例
：
エ
ポ
キ

シ
樹
脂
）の
電
気
特
性
を
解
明

し
、
最
適
な
含
有
率（
体
積
分

率
）の
エ
ポ
キ
シ/ZnO
粒
子
複

合
体
の
開
発
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
気
中
ブ
ッ
シ
ン
グ（
※

2
）や
ケ
ー
ブ
ル
端
末
で
は
絶
縁

油
やSF

6（
六
フ
ッ
化
硫
黄
）の
よ

う
な
温
室
効
果
ガ
ス
な
ど
の
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
材
料
に

1
．産
業
廃
棄
物
の
削
減

　

日
本
国
内
で
発
生
す
る
産
業

廃
棄
物
は
汚
泥
関
連
の
ゴ
ミ
が

最
も
多
く
、
そ
の
中
で
排
水
処

理
に
伴
っ
て
発
生
す
る
余
剰
活

性
汚
泥
は
年
間
約
8
0
0
0
万

ト
ン
に
な
り
ま
す
。
活
性
汚
泥

は
様
々
な
微
生
物
の
集
団
で
あ

り
、
家
庭
か
ら
出
る
排
水
や
雨

水
は
下
水
処
理
場
で
こ
の
微
生

物
の
集
団（
活
性
汚
泥
）に
よ
っ

て
き
れ
い
な
水
に
な
り
、
自
然
界

に
放
流
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
増

え
過
ぎ
た
活
性
汚
泥
は
下
水
処

理
シ
ス
テ
ム
か
ら
取
り
除
か
れ
余

剰
活
性
汚
泥（
産
業
廃
棄
物
）と

な
り
ま
す
。
こ
の
ゴ
ミ
処
理
に
は

莫
大
な
費
用
が
か
か
り
自
治
体

の
財
政
負
担
で
あ
る
と
共
に
、環

境
へ
の
悪
影
響
も
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ

の
課
題
に
対
し
て
、
活
性
汚
泥
に

フ
ェ
ラ
イ
ト
粒
子（
※
1
）を
加

え
外
部
か
ら
磁
場
を
か
け
る
こ

と
で
、
活
性
汚
泥
中
に
あ
る
フ
ェ

ラ
イ
ト
粒
子
の
モ
ー
シ
ョ
ン
の
制

大
学
院
工
学
資
源
学
研
究
科

電
気
電
子
工
学
専
攻　

鈴
木
研
究
室

講
師　K
abir M

ahm
udul

カ
ビ
ー
ル　

ム
ハ
ム
ド
ゥ
ル

代
わ
り
、エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
使
用

す
る
ダ
イ
レ
ク
ト
モ
ー
ル
ド
ブ
ッ

シ
ン
グ
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
際
、エ
ポ
キ
シ
樹
脂
の
集
中

電
界
の
緩
和
効
果
を
得
る
た
め
、

ZnO

粒
子
の
よ
う
な
誘
電
充
填

剤
を
注
入
す
る
試
み
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
電
気
特
性
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、エ
ポ
キ
シ/ZnO

粒
子
の
複

合
絶
縁
体
の
誘
電
・
電
気
特
性

を
計
測
し
な
が
ら
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
誘

電・絶
縁
材
料
の
特
性
評
価
を
し
、

高
電
圧
印
加
時
の
電
気
特
性
を

調
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
成
果
を
環

境
に
や
さ
し
い・低
コ
ス
ト
の
新
型

ブ
ッ
シ
ン
グ
の
開
発
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

秋
田
へ
来
て
か
ら
19
年
に
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、こ
こ
ま
で
歩
ん
で
く
る
こ
と

が
で
き
た
と
感
謝
の
気
持
ち
で

いっ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
大
学
で
の

教
育
・
研
究
活
動
以
外
に
は
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
バ
ニ
ヤ
ン

ツ
リ
ー
に
所
属
し
、
電
気
関
連
の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
無
償
で
参
加
し
て
い
ま

す
。当
会
は
、私
の
母
国
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ・デ
ビ
シ
ャ
ウ
ル
村
の
教
育
・

医
療
支
援
を
行
い
、私
も
微
力
な

が
ら
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
四
季
豊

か
な
秋
田
で
の
生
活
を
満
喫
し
、

毎
年
夏
野
菜
栽
培
に
も
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
際
も
、

研
究
活
動
の
精
神
で
あ
る「
ゼ
ロ・

エ
ミ
ッ
シ
ョン
」を
心
が
け
な
が
ら
。

※
1
フ
ェ
ラ
イ
ト
⋮
酸
化
鉄
を
主
成
分
と
す
る
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
の
総
称
。磁
性
材
料
と
し
て
広
く
用

い
ら
れ
て
い
る
。

※
2
ブ
ッ
シ
ン
グ
⋮
電
気
機
器
の
ケ
ー
ス
や
建
物
の

壁
な
ど
に
取
り
付
け
て
、そ
こ
か
ら
電
気
を
出

入
す
る
た
め
の
装
置
。

　

み
な
さ
ん
は
ゼ
ロ・エ
ミ
ッ
シ
ョン

と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
ゼ
ロ・エ
ミ
ッ
シ
ョン
は
、
産
業

活
動
の
過
程
で
発
生
す
る
あ
ら

ゆ
る
排
出
物
を
他
の
産
業
の
資

源
と
し
て
再
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
廃
棄
物
ゼ
ロ
に
し
よ
う
と

す
る
考
え
方
で
す
。
現
代
社
会

は
科
学
・
技
術
の
進
歩
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同

時
に
自
然
破
壊
も
進
み
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、近
年
は

自
然
と
共
存
す
る
た
め
に
、環
境

に
や
さ
し
い
技
術
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
は
平
成
6
年
に
来

日
し
、平
成
11
年
、当
時
の
吉
村

研
究
室（
現
・
鈴
木
研
究
室
）に

配
属
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
、微

生
物
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
の
研

究
を
経
て
、
現
在
は
鈴
木
雅
史

教
授
の
下
で
ゼ
ロ・エ
ミ
ッ
シ
ョン
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
ゴ
ミ
の
削
減
、
リ

サ
イ
ク
ル
や
ゴ
ミ
の
資
源
化
な
ど
、

環
境
に
や
さ
し
い
技
術
の
開
発

を
研
究
中
で
す
。

活性汚泥の処理効率を調べている研究室の学生とともに（手に持っているのはアオコ）
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大学院医学系研究科・医学部

大
学
院
医
学
系
研
究
科
／
保
健
学
専
攻

作
業
療
法
学
講
座

助
教　

久
米　

裕

K
u

m
e

 
Y

u

連
携
融
合
研
究「
高
齢
者
の
健
康

増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
取
り
組
み

　

秋
田
県
の
高
齢
化
率
が
全
国

第
１
位
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の

事
実
で
す
が
、
改
め
て
デ
ー
タ
と

し
て
確
認
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

①
平
成
25
年
７
月
１
日
現
在
、

秋
田
県
の
高
齢
化
率
は
31・4
％

（
全
国
24
・
1
％
、
平
成
24
年
10

月
１
日
現
在
）、
さ
ら
に
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
数
は

９
８
９
６
７
世
帯（
う
ち
1
人

暮
ら
し
世
帯
数
は
５
４
２
０
６

世
帯
）と
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

②
厚
生
労
働
省
の
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が

２
０
１
３
年
3
月
に
発
表
し
た

地
域
別
将
来
推
計
人
口
に
お
い

て
秋
田
県
の
２
０
４
０
年
予
測

高
齢
化
率
は
43
・
8
％
（
全
国

36
・
1
％
）と
さ
れ
、
10
人
中
４

人
が
高
齢
者
と
な
る
。

　

こ
の
高
齢
化
へ
の
対
策
は
日

本
の
み
な
ら
ず
国
際
的
な
課
題

で
あ
り
、
秋
田
大
学
に
お
い
て

も
高
齢
化
と
い
う
地
域
的
特
性

を
踏
ま
え
た
教
育
・
研
究
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
私
が
取
り
組
ん
で

い
る「
高
齢
者
の
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
そ
の
名
の
と
お
り
、高
齢
者

が
寿
命
だ
け
で
な
く
、
よ
り
健

康
に
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
本
学
が
有
す
る
教
育
文

化
学
部
・
医
学
部
・工
学
資
源
学

部
の
３
学
部
が
連
携
融
合
し
た

点
が
大
き
な
特
徴
と
言
え
ま

す
。
心
理
学
、保
健
学
、生
体
工

学
を
専
門
と
す
る
教
員
を
共
同

研
究
者
と
し
て
招
き
入
れ
、
地

域
在
住
の
高
齢
者
が
各
分
野

の
教
育
・
研
究
を
体
験
す
る
健

康
増
進
に
関
す
る
生
涯
学
習
の

場
と
し
て
企
画
し
、
平
成
24
年

度
は
秋
田
大
学
手
形
キ
ャ
ン
パ

ス
、
平
成
25
年
度
は
横
手
分
校

を
拠
点
に
実
施
し
ま
し
た
。
私

の
専
門
は
作
業
療
法
学
で
す
の

で
、
保
健
学
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
観
点
で
、
生
活
習
慣
と

認
知
機
能
の
関
係
に
つ
い
て
評

価
や
解
説
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

各
学
部
の
学
生
や
大
学
院
生
が

加
わ
っ
た
こ
と
で
、
参
加
者
は
よ

り
身
近
に
大
学
の
教
育
・
研
究

を
体
験
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は

「
も
っ
と
回
数
を
増
や
し
て
ほ

し
い
」「
一
方
的
な
検
査
だ
け
で

な
く
相
互
交
流
が
あ
っ
て
良
か
っ

た
」な
ど
、
今
後
の
参
考
と
な
る

意
見
や
感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ

う
な
連
携
融
合
型
の
研
究
は
学

部
間
の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
参
加
者
に
と
っ
て
も

あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
自
ら
の
健

康
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
良
い

機
会
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
も
私
た
ち
の
教
育
・
研

究
活
動
を
社
会
に
発
信
し
な
が

ら「
元
気
な
高
齢
者
の
い
る
社

会
・
地
域
づ
く
り
」に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

測定結果の説明

オリエンテーション

講義の様子

高齢者の健康増進プロジェクトの実例

　秋田大学手形キャンパスでは平成
24年10月28日、12月9日、2月3日に、
横手市交流センターY2ぷらざでは平
成25年10月26日、11月2日、12月7日
に、各3回の秋田大学開放講座として
開催。参加者数はのべ26名。
　リハビリテーション、心理学、生体
工学に関する検査を体験し講話を受
けた後、その学習効果を確認するため
に再度検査を行った。また、生活のリ
ズムを計る腕時計型活動量計で１週
間データ測定。後日、個別にデータの
解説を行った。
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教　育　文　化　学　部

教
育
文
化
学
部
／
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

︿
専
門
﹀一
般
言
語
学
、テ
ク
ス
ト
言
語
学
、文
化
記
号
論
、翻
訳
論

教
授　M

orita Em
m
a Sim

ona

モ
リ
タ　

エ
マ　

シ
モ
ナ

そ
の
末
裔
と
い
う
思
い
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、文

化
的
基
層
は
古
代
ロ
ー
マ
に
由

来
し
、近
代
で
は
一
部
が
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
支

配
を
受
け
、宗
教
は
ギ
リ
シ
ャ

正
教
の
流
れ
を
く
む
キ
リ
ス
ト

教
の
国
で
す
。言
語
は
ラ
テ
ン
語

に
最
も
近
い
形
を
継
承
し
て
い

ま
す
。そ
し
て
、20
世
紀
の
数
十

年
間
だ
け
が
社
会
主
義
下
の
独

裁
制
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、多
く

の
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の

期
間
の
出
来
事
だ
け
に
影
響
を

受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。し
か

し
歴
史
が
示
す
と
お
り
、中
・東

欧
の
中
で
も
際
立
っ
て
多
様
性

の
あ
る
複
文
化
・
多
文
化
社
会

を
形
成
し
て
い
る
国
で
す
。一
方
、

日
本
は
全
て
に
お
い
て
単
一
的
で

対
極
的
な
社
会
で
す
。そ
こ
で
、

こ
の
複
文
化
的
視
点
の
重
要
さ

を
体
験
す
る
た
め
に
、ル
ー
マ
ニ

ア
、ハ
ン
ガ
リ
ー
・
チ
ェ
コ
の
大
学

生
と
交
流
す
る
短
期
海
外
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。日
本

人
が
当
た
り
前
だ
と
信
じ
て
い

る
こ
と
で
も
他
の
基
準
で
は
そ

う
で
は
な
い
こ
と
を
気
づ
か
せ

る
こ
と
で
、多
様
性
の
あ
る
見

か
た
や
考
え
方
を
発
見
で
き
る

よ
う
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
ル
ー
マ
ニ
ア
の
大
学
で
19

年
勤
務
し
た
後
、2
0
0
9
年

か
ら
秋
田
大
学
で
勤
務
し
て
い

ま
す
。ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
神
戸
大

学
と
、秋
田
で
は
ブ
カ
レ
ス
ト
大

学
と
大
学
間
協
定
の
締
結
を

主
導
し
、相
互
交
流
を
図
っ
て
い

ま
す
。こ
の
両
国
で
の
教
育
研

究
活
動
に
対
し
て
、2
0
1
3
年

10
月
に
ル
ー
マ
ニ
ア
教
育
省
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。名
誉
な

こ
と
で
あ
る
反
面
、い
つ
の
間
に

か
年
を
取
っ
た
現
実
に
直
面
し
、

改
め
て
時
の
流
れ
の
速
さ
を
実

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
と
ば
と
文
化
と
の
関
連
性

　

私
た
ち
は
こ
と
ば
や
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
や
画
像
な
ど
様
々
な
記

号
を
介
し
て
意
思
疎
通
を
は
か

り
ま
す
が
、同
じ
こ
と
ば
を
使

う
環
境
下
で
も
、日
常
的
に
誤

解
や
齟
齬
が
生
じ
ま
す
。こ
れ

が
異
な
る
言
語
間
と
な
れ
ば
、

さ
ら
に
顕
著
と
な
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、翻
訳
す
る

と
き
は
意
味
と
意
図
を
正
確
に

伝
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、こ
れ
は
機
械
で
は

絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。自
動
翻

訳
機
が
行
う
内
容
を
見
れ
ば
余

り
に
も
明
白
で
す
。そ
の
理
由

は
、言
語
は
そ
れ
ぞ
れ
に
構
造

が
違
い
、ま
た
語
用
背
景
に
あ

る
文
化
も
異
な
る
か
ら
に
他
な

り
ま
せ
ん
。私
の
研
究
を
簡
単

に
表
現
す
る
と
、テ
ク
ス
ト
と
イ

メ
ー
ジ
か
ら
、意
味
が
創
造
さ
れ

る
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す
る
こ
と
で

す
。そ
の
た
め
に
研
究
の一
分
野

と
し
て
翻
訳
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

原
語
と
翻
訳
語
を
対
照
し
、

様
々
な
工
夫
や
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

で
言
語
の
構
造
と
そ
の
文
化
背

景
の
違
い
を
乗
り
越
え
る
過
程

を
分
析
し
て
い
ま
す
。意
味
論
、

翻
訳
論
以
外
に
も
文
化
記
号

論
の
分
野
も
扱
い
、英
語
、フ
ラ

ン
ス
語
、ス
ペ
イ
ン
語
、イ
タ
リ
ア

語
、ド
イ
ツ
語
、日
本
語
、そ
し
て

ル
ー
マ
ニ
ア
語
の
テ
ク
ス
ト
を
研

究
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

複
文
化
・多
文
化
社
会
へ
の

誘
い

　

ル
ー
マ
ニ
ア
に
対
す
る
印
象
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

歴
史
的
に
は
、古
代
ロ
ー
マ
帝
国

に
属
し
Roman
ia
国
名
に
は

人
間
の
根
源
に
あ
る

言
語
的
創
造
性
の
可
能
性
を
探
る

チェコ・プラハでカレル大学の学生と一緒に

ルーマニア・ブカレストの凱旋門で
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学生情報／コラム

　

営
業
終
了
後
の
秋
田
県
立

ス
ケ
ー
ト
場
。秋
田
大
学
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
練
習
が

続
い
て
い
る
。ス
ケ
ー
ト
場
で

は
安
全
確
保
の
た
め
、一
般
滑

走
客
が
い
な
い
夜
で
な
け
れ

ば
練
習
が
で
き
な
い
。現
役

秋
大
生
の
部
員
は
少
な
い
が
、

社
会
人
プ
レ
ー
ヤ
ー
と一緒
に

な
って
練
習
し
て
い
る
。

　

12
名
の
部
員
の
ほ
と
ん
ど

は
大
学
か
ら
こ
の
競
技
を
始

め
た
。そ
の
た
め
入
部
し
て

最
初
の
練
習
は
ス
ケ
ー
ト
靴

で
歩
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。他
の
ス

ポ
ー
ツ
に
比
べ
て
難
し
い
と
こ

ろ
だ
。

　

代
表
の
鈴
木
さ
ん（
工
学

資
源
学
部
３
年
）は
、「
部
員

は
み
ん
な
仲
が
良
い
。た
だ
、

厳
し
い
と
こ
ろ
は
厳
し
く
や

る
。メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
部
に
し

た
い
」と
語
る
。「
雰
囲
気
良

く
楽
し
く
や
る
の
は
大
事
だ

が
、そ
れ
ば
か
り
大
切
に
し

て
言
う
べ
き
と
こ
ろ
を
言
わ

な
い
の
で
は
た
だ
の
馴
れ
合
い

に
な
っ
て
し
ま
う
。学
年
に
関

係
な
く
意
見
を
交
わ
し
、勝

つ
た
め
の
努
力
を
す
る
。い

い
意
味
で
、勝
つ
こ
と
に
こ
だ

わ
って
い
き
た
い
。」

　

数
年
前
ま
で
は
成
果
の
上

が
ら
な
い
日
々
が
続
い
て
い
た
。

創
部
か
ら
約
17
年
間
、大
会

で
な
か
な
か
一
勝
が
あ
げ
ら

れ
ず
、悔
し
い
思
い
を
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
、一
勝
の
重
み
を

強
く
感
じ
て
い
る
。「
勝
て
な

い
時
期
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

ど
う
し
て
も
勝
ち
た
い
と
い

う
思
い
が
強
い
。後
輩
た
ち

は
勝
て
な
い
時
期
を
経
験
し

て
い
な
い
が
、勝
つ
こ
と
を
当

た
り
前
と
思
わ
な
い
で
や
って

ほ
し
い
。」

　

と
は
い
え
ス
ポ
ー
ツ
は
楽

し
む
こ
と
が
一
番
だ
。鈴
木
さ

ん
か
ら
見
て
も
、楽
し
ん
で

練
習
に
打
ち
込
ん
だ
人
ほ
ど

上
達
す
る
人
が
多
い
と
い
う
。

「
上
手
く
プ
レ
ー
で
き
る
喜

び
を
知
り
、ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

の
楽
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

と
笑
う
鈴
木
さ
ん
。強
さ
と

楽
し
さ
を
求
め
、ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
部
の
挑
戦
は
続
く
。

秋
田
大
学
報
道
局（
A
U
P
） 

松
田

c l u b  a c t i v i t i e s

アイスホッケー部

　

多
分
、ク
イ
ズ
な
ん
だ
。い
や
、

複
雑
な
、あ
る
種
の
知
能
テ
ス

ト
な
の
か
も
し
れ
な
い
。高
度

な
思
考
力
を
求
め
て
い
る
ん

だ
、絶
対
。そ
れ
と
も「
大
切

な
こ
と
を
伝
え
な
い
」と
い
う

意
地
悪
な
ん
だ
ろ
う
か
。

　

大
学
に
転
職
し
て
か
ら
四

年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、未

だ
学
内
や
大
学
間
の
や
り

取
り
、各
官
庁
か
ら
の
お
達

し
と
い
っ
た「
役
所
文
書
」に

馴
染
め
ま
せ
ん
。時
に
は
主

語
を
探
す
の
に
も
苦
労
す
る

書
類
が
回
っ
て
き
ま
す
。最

近
は
カ
タ
カ
ナ
や
横
文
字
が

入
り
乱
れ
て
い
る
の
も
特
徴

で
す
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
」「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」「
ラ
ン
キ
ン
グ
」と
い
っ
た

言
葉
は
大
学
界
の
流
行
語
大

賞
も
の
で
、あ
ら
ゆ
る
文
章

に
多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
見
し
て
便
利
な
言
葉
を
、

安
易
に
散
り
ば
め
て
し
ま

う
文
章
。「
想
像
力
」を
養
う

に
は
効
果
的
で
す
が
、「
伝
え

る
」と
い
う
文
章
本
来
の
目

的
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま

う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、こ
こ
で
も「
流
行

語
大
賞
」に
な
っ
て
い
る
言

葉
に「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン（
能
力
）」と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。「
私
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
の

で
、御
社
の
…
…
」と
い
っ
た

表
現
を
散
見
し
ま
す
。

　

さ
て
。こ
の
学
生
が
持
ち

味
と
し
て
い
る
の
は「
話
す

力
」な
の
か「
聴
く
力
」な
の

か「
外
国
語
」が
使
え
る
こ
と

な
の
か
。全
部
そ
ろ
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
あ

な
た
の
長
所
は
」と
問
わ
れ
、

単
純
に「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
高
い
こ
と
で
す
」

な
ど
と
答
え
て
し
ま
う
の
は

も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
考

え
ま
す
。

　
「
私
は
様
々
な
年
代
の
人

に
、自
分
の
考
え
を
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」→（
子

供
や
お
年
寄
り
。何
か
を
説

明
す
る
に
し
て
も
、使
え
る

単
語
、言
葉
遣
い
な
ど
は
ま

る
で
違
う
。そ
れ
だ
け
の『
引

き
出
し
』つ
ま
り
教
養
が
あ

る
と
受
け
止
め
て
く
れ
る
、

か
も
し
れ
な
い
）。

　
「
出
会
っ
た
人
た
ち
の
多

く
が
、私
に
は
真
剣
に
話
を

し
て
く
れ
ま
す
」→（
相
手
に

話
を
さ
せ
て
し
ま
う
人
柄
、

そ
し
て
雰
囲
気
。同
時
に
何

が
ポ
イ
ン
ト
か
、的
確
に
と

ら
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
と

受
け
止
め
て
く
れ
る
、か
も

し
れ
な
い
）。

　

話
す
力
と
聴
く
力
を
Ｐ
Ｒ

す
る
、一
例
を
記
し
て
み
ま
し

た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
」を
こ
ん
な
表
現
で
少

し
だ
け
具
体
化
し
た
ら
、読

む
側
は
あ
な
た
に
対
し
て
よ

り
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

自
分
の
文
章
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。カ
タ
カ
ナ
・
横

文
字
だ
け
で
な
く
、安
直
に

使
っ
て
い
る
言
葉
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
「
前
向
き
な
性
格
」「
明
る

い
性
格
」「
責
任
感
が
強
い
」

「
体
力
に
は
自
信
が
あ
る
」

…
…
。山
ほ
ど
あ
り
そ
う
で

す
ね
。こ
れ
ら
の
言
葉
を
少

し
で
も
具
体
的
な
事
例
で
説

明
で
き
た
ら
、あ
な
た
の
長

所
は
よ
り
輝
い
て
相
手
に
伝

わ
り
ま
す
。

　

私
は
今
、大
学
で「
国
際
」

に
関
係
す
る
仕
事
を
し
て
い

ま
す
が
、「
外
国
」と
お
付
き

合
い
す
る
た
め
に
は
日
本
語

力
、そ
し
て
日
本
の
歴
史
を

知
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。

国
際
課
長（
元
朝
日
新
聞
記
者
）

高
橋  

康
弘

　

2
0
1
5
年
春
の
採
用
に
向

け
た
主
な
企
業
の
会
社
説
明
会

が
12
月
1
日
に
解
禁
さ
れ
、大
学

３
年
次
と
大
学
院
１
年
次
の
就

職
活
動
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま

し
た
。政
府
の
景
気
対
策
な
ど
に

よ
り
景
況
感
が
改
善
、企
業
の

採
用
意
欲
が
高
ま
り
、明
る
さ
が

出
始
め
た
就
職
活
動
の
ス
タ
ー
ト

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。こ
れ
ま
で

採
用
を
控
え
め
に
し
て
き
た
企

業
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た

が
、建
設
業
や
製
造
業
を
中
心
に

採
用
計
画
数
が
前
年
よ
り
も
伸

び
、採
用
増
に
前
向
き
な
企
業
が

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。12
月
8
日
に
開
催
し
た「
秋

田
大
学
ジ
ョ
ブ・フェア
ー
」に
は
昨

年
よ
り
10
社
多
い
1
7
9
社
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、会
場
ス
ペ
ー
ス

の
都
合
で
お
断
り
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
企
業
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、求
人
数
は
増
え
て
も
狭

き
門
に
は
変
わ
り
な
い
と
の
指
摘

も
あ
り
、採
用
計
画
数
を
設
定

し
て
も
、採
用
基
準
を
満
た
し
た

優
秀
な
学
生
し
か
選
ば
な

い「
厳
選
採
用
」を
続
け
る

と
い
う
企
業
採
用
担
当
者

の
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　

で
は
、就
職
活
動
を
行

う
学
生
が
注
意
す
べ
き
点

は
何
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は

「
知
る
」こ
と
。自
分
自
身
、

そ
し
て
企
業
に
つい
て
知
る

こ
と
が
重
要
で
す
。自
分

の
強
み
、職
業
へ
の
興
味
・

適
性
、や
り
が
い
を
感
じ
ら

れ
る
か
を
し
っ
か
り
と
捉

え
、職
業
選
び
の
条
件
に

合
致
す
る
企
業
を
探
す
こ

と
で
、自
分
に
合
っ
た
就
職

先
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
の
た
め
に
は

企
業
を
十
分
に
調
べ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。採
用
選

考
で
は
多
く
の
企
業
が
人
物
評

価
に
重
き
を
置
き
ま
す
。大
学

入
学
時
か
ら
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
を

磨
く
努
力
を
し
、そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
過
程
を
自
分
な
り
の
言
葉
で

主
張
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、保
護
者
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
我
が
子
の
就
職
活
動
は

と
て
も
気
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。し
か
し
、保
護
者
の
皆
さ

ん
が
就
職
活
動
し
た
時
代
と
は
、

応
募
方
法
や
選
考
シ
ス
テ
ム
、活

動
時
間
、そ
し
て
学
生
に
か
か
る

経
済
的
・
精
神
的
負
担
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。現
在
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
何
十
社
も

応
募
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、説
明
会
参
加
に

要
す
る
移
動
負
担
は
以
前
と
比

較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。こ
う
し
た
違
い
に
ご

配
慮
い
た
だ
き
、良
き
理
解
者
と

し
て
精
神
的
な
支
え
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

就
職
推
進
課　

 

加
藤 

賢
志

い
よ
い
よ

就
職
活
動
が
本
格
化

12月8日に実施した｢秋田大学ジョブ・フェアー ｣の様子

Column

文章力up
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社会貢献活動／国際交流

　

大
学
職
員
に
な
っ
て
3
年

目
の
秋（
２
０
１
３
年
9
月
）に

「
自
分
の
仕
事
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
」を
再
認
識
す
る
機
会
を

得
ま
し
た
。
秋
田
大
学
の
協
定

校
で
あ
る
中
国・
蘭
州
大
学
と

の
職
員
相
互
派
遣
研
修
。
秋

田
大
学
で
の
国
際
課
に
あ
た
る

「
国
際
処
」で
の
3
ヶ
月
の
実

務
研
修
を
通
じ
て
強
く
感
じ
た

の
は「
大
学
職
員
は
専
門
職（
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
）」と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

32
の
学
院（
学
部
・
大
学

院
）を
持
つ
蘭
州
大
学
は
、
学

生
数
３
０
４
２
３
人
、
教
職
員

４
２
６
５
人
が
在
籍
し
、
国
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、
国
家
重
点
大
学

39
校
の一つ
で
す
。

　

国
際
処
で
は
処
長
以
下
処

員
15
名
が
、
１
５
８
校
の
協
定

校
と
の
や
り
取
り
、約
５
０
０
名

の
留
学
生
の
う
ち
交
換
留
学
生

の
受
け
入
れ
、
約
７
０
０
名
の

派
遣
学
生
の
送
り
出
し
に
関
す

る
業
務
を
行
って
い
ま
す
。　

　

処
員
は
皆
、
語
学
堪
能
。
世

界
各
地
を
エ
リ
ア
ご
と
に
分
け

て
担
当
し「
国
際
戦
略
」を
進

め
て
い
ま
す
。
業
務
量
は
膨
大

で
す
が
残
業
は
評
価
さ
れ
ま
せ

ん
。
業
務
時
間
内
に
仕
事
を
終

わ
ら
せ
る
効
率
的
な
時
間
の
使

い
方
も
能
力
の
一
部
と
み
な
さ

れ
ま
す
。
随
時
、
処
長
と
情
報

交
換
を
し
て
い
ま
す
が
、個
々
の

職
員
が「
判
断
」す
る
局
面
が

多
く
、
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を

し
て
い
る
様
子
が
様
々
な
場
面

で
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分

の
可
能
性
を
伸
ば
す
た
め
の
長

期
休
暇
や
仕
事
上
の
権
限
な
ど
、

中
国
に
お
い
て
大
学
職
員
は
か

な
り
魅
力
あ
る
職
種
の一つ
の
よ

う
で
す
。

　

さ
て
、蘭
州
で
の
暮
ら
し
。
私

は
学
内
に
あ
る
外
国
人
教
員

宿
舎
で
生
活
し
ま
し
た
。
3
Ｌ

Ｄ
Ｋ
と
い
う
広
い
部
屋
で
、
実
は

生
ま
れ
て
初
め
て
の一人
暮
ら
し
。

宿
舎
に
は
キ
ッ
チ
ン
な
ど
も
あ

り
ま
し
た
が
、
食
生
活
は
学
食

頼
み
、つ
ま
り
外
食
中
心
で
す
。

有
名
な
牛
肉
麺
や
羊
料
理
、ウ

イ
グ
ル
料
理
な
ど
を
同
僚
ら
と

楽
し
み
ま
し
た
。
帰
国
し
た
今

で
も
食
べ
た
く
な
る
と
き
が
あ

り
ま
す
。

　

研
修
で
は
多
岐
に
渡
る
業

務
を
経
験
し
、
そ
の一環
と
し
て
、

日
本
語
学
科
の
学
生
を
対
象
に

し
た
講
義
も
行
い
ま
し
た
。
こ

こ
で「
ぜ
ひ
教
え
て
欲
し
い
」と

頼
ま
れ
た
の
が「
化
粧
」に
つ
い

て
の
指
導
で
し
た
。

　

化
粧
の
仕
方
や
、
化
粧
は
な

ぜ
必
要
な
の
か
。
そ
ん
な
話
を

４
年
生
に
伝
え
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
実
演
も
交
え
て
で
す
。
反

応
は
、
上
々
。
綺
麗
に
な
る
こ

と
が
嬉
し
い
の
か
と
単
純
に
考

え
ま
し
た
が
、
学
生
た
ち
は

就
職
対
策
の一つ
と
し
て
、よ
り

真
剣
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

２
０
１
３
年
の
中
国
に
お
け
る

大
卒
者
の
就
職
率
は
日
本
と
大

差
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
人
口

で
考
え
る
と
約
15
パ
ー
セ
ン
ト

に
あ
た
る
約
１
０
０
万
人
が
職

に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
就
職
面

接
を
少
し
で
も
有
利
に
と
い
う

思
い
、
化
粧
へ
の
関
心
の
高
さ
か

ら
、
中
国
人
学
生
の
就
職
活
動

へ
の
切
実
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

蘭
州
で
過
ご
し
た
3
ヶ
月
は

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま
し

た
。
帰
国
し
て
大
学
業
務
に
戻

り
ま
し
た
が
、
自
分
の「
判
断

力
」「
責
任
能
力
」な
ど
を
意
識

す
る
こ
と
が
増
え
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。「
専
門
職
」と
い
う
意

識
を
持
ち
、プ
ロ
を
目
指
す
。こ

の
3
ヶ
月
の
経
験
を
そ
こ
に
つ

な
げ
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
は
蘭
州
大

学
か
ら「
中
国
時
代
の
同
僚
」

を
研
修
生
と
し
て
秋
田
大
学
に

迎
え
る
予
定
で
す
。

国
際
課　

 

宮
崎
　
舞
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架か

き

ょ

う橋
型
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

形
成
に
よ
る
女
性
研
究
者
支
援

　

秋
田
大
学
は
文
部
科
学
省
の

平
成
25
年
度
科
学
技
術
人
材

育
成
費
補
助
事
業「
女
性
研
究

者
研
究
活
動
支
援
事
業（
拠
点

型
）※
」に
応
募
し
、審
査
の
結

果
、選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、こ
れ
ま
で
の
地

域
連
携
型
の
取
り
組
み
を
発
展

さ
せ
、人
や
組
織
、研
究
・キ
ャ
リ

ア
な
ど
の
架
け
橋
を
作
る「
架

橋
型
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

形
成
に
よ
る
女
性
研
究
者
支

援
」を
実
施
す
る
こ
と
、さ
ら
に
は

「
女
性
研
究
者
の
た
め
の
介
護

支
援
体
制（
女
性
研
究
者
介
護

支
援
秋
田
モ
デ
ル
）」を
構
築
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

秋
田
県
の
女
性
研
究
者
を
支

援
す
る
た
め
、県
内
の
高
等
教

育
機
関
・公
設
試
験
研
究
機
関
・

行
政
な
ど
が
連
携
し
、平
成
25

年
11
月
に「
女
性
研
究
者
支
援

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
あ
き
た
」を
設

立
し
ま
し
た
。今
後
、県
内
企
業

の
参
画
も
予
定
し
て
お
り
、こ
れ

ま
で
整
備
し
て
き
た
女
性
研
究

者
支
援
の
仕
組
み
を
、連
携
す

る
関
係
機
関
へ
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
す
。そ
し
て
、以
下
の
５
つ

の
架
橋
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
を
形
成
し
、秋
田
大
学
を

拠
点
と
し
た
秋
田
県
の
女
性
研

究
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

5
つ
の
架
橋

1
．人
の
架
橋

　
　

バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
の
双

方
で
、人
と
人
の
つ
な
が
り
づ

く
り
を
実
施
す
る
。

2
．組
織
の
架
橋

　
　

組
織
と
組
織
を
つ
な
ぐ
こ

と
で
女
性
研
究
者
支
援
の
組

織
的
、社
会
的
基
盤
を
整
備

す
る
。

3
．研
究・キ
ャ
リ
ア
の
架
橋

　

大
学
と
大
学
外
の
女
性
研
究

者
を
つ
な
ぐ
支
援
を
し
、キ
ャ

リ
ア
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
を
次
へ

と
つ
な
ぐ
支
援
を
実
施
す
る
。

4
．ノ
ウ
ハ
ウ
の
架
橋

　
　

連
携
機
関
と
の
つ
な
が
り

を
強
化
。秋
田
大
学
が
持
つ

女
性
研
究
者
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
広
め
、地
域
へ
浸
透
さ
せ
る
。

5
．情
報・理
念
の
架
橋

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン・
オ
フ
ラ
イ
ン
の

つ
な
が
る
仕
掛
け
に
よ
り
、連

携
機
関
で
情
報
等
を
共
有
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
。

☎ 018-889-2260
● FAX 018-889-3186
● E-mail：sankaku2@jimu.akita-u.ac.jp

秋田大学　男女共同参画 で検索

　女性研究者がその能力を最大限発揮し、出産、子
育て、または介護と研究を両立するための環境整
備を行う取り組みや、それらの取り組みを他大学
や企業など他機関へ普及させる取り組みを支援す
る事業。
　その中でも拠点型は、これまでの取り組みをさ
らに推進しながら、他大学や企業など他機関との
連携などの取り組みの普及を支援するものである。

秋田大学
男女共同参画推進室

※女性研究者研究活動支援事業（拠点型）とは

コロコニ

秋田県
女性研究者
比率

20%以上へ

架橋型ソーシャルキャピタルの形成による女性研究者支援
これまでの取り組み

事業実施期間修了後

秋田
大学

連携
機関

行政

育
児

介
護

研
究

継続・検証発展可能な
連携トライアングル

研究・キャリアをつなぐ支援
■「女性研究者支援コンソーシアムあきた」
　賞の創設
■メンター制度の創設

人の架橋

■秋田県女性研究者データベースの構築

ノウハウの架橋

研究・キャリアの架橋 情報・理念の架橋

人と人をつなぐ支援 両立支援ノウハウをつなぐ支援
■支援相談窓口（コンシェルジェ・デスク）の
　拡大・開放
■病児・病後児保育室「ことりのおへや」の開放

■オンライン・オフラインによる情報発信
■ポジティブアクションセミナーの実施

組織の架橋
組織と組織をつなぐ支援
女性研究者支援

コンソーシアムあきた

男女共同参画推進
委員会等を設置

【平成17年度】
「秋田大学男女共
同参画のためのア
クションプラン」を
策定

【平成20年度】
文部科学省
科学技術振興調整費

「大学間連携と女性
研究者支援 in 秋田」
を開催

【平成21～23年度】
大学独自の経費に
より、様々な取り組
みを発展的に継続
し、新たな取り組み
も実施

【平成24年度】

情報・理念をつなぐ支援

国際
交流

中
国
90
日

　
　

蘭
州
大
学
で
研
修

「化粧」の講義中国際処の事務室
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大
学
に
と
っ
て「
情
報
発
信
」

は
極
め
て
重
要
で
す
。
そ
し
て
、

諸
々
の
成
果
が
新
聞
に
掲
載
さ

れ
る
こ
と
は
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
時

代
で
あ
る
が
故
に
、
あ
る
種
の

客
観
性
の
証
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
瞬
時
に
し
て
消
え
て
し
ま

う
デ
ジ
タ
ル
情
報
は
、
”軽
い
“と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん（
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
！
で
し
ょ
う
か
）。

　

平
成
25
年
春
、
秋
田
魁
新
報

社
横
手
支
社
に
三
井
晃
子
記
者

が
着
任
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
、

三
井
記
者
に「
逆
取
材
」を
申
し

込
ん
だ
と
こ
ろ
快
く（
そ
う
思
っ

て
い
ま
す
）応
じ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
以
下
は
そ
の
や
り
と
り
で

す
。

●
新
聞
記
者
を
選
ん
だ
理
由
は
？

　

高
校
時
代（
大
阪
、
出
身
は
兵

庫
県
）か
ら
の
希
望
で
し
た
。

●「
報
道
」の
実
際
は
？

　

最
初
は
、
秋
田
市
の
警
察
担

当
で
し
た
が
、
情
報
収
集
等
が

厳
し
か
っ
た
で
す
。
紙

面
の
片
隅
に
掲
載
さ
れ

る
小
さ
な
記
事
で
も
関

係
者
の
コ
メ
ン
ト
を
と

る
た
め
、
大
変
な
労
力

が
必
要
で
し
た
。

●
横
手
の
印
象
は
？

　

増
田
の
内
蔵
の
記
事

を
書
き
ま
し
た
が
、
取

材
で
も
距
離
が
近
い
感

じ
で
す
ね
。温
か
い
で
す
。

●
今
、
ど
ん
な
日
々
で

す
か
？

　

当
然
な
が
ら
、
24
時

間
ス
タ
ン
バ
イ
状
態
。い

つ
で
も
連
絡
や
指
示
が

入
り
ま
す（
慣
れ
ま
し
た

が
）。サ
イ
レ
ン
の
音
に
は

す
ご
く
敏
感
に
な
っ
て
い

ま
す
。

●
三
井
記
者
は
国
際
教
養
大
学

（
以
下
、
A
I
U
）の
ご
出
身
で

す
が
、
A
I
U
時
代
の
留
学
は

い
か
が
で
し
た
か
？

　

ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ラ
ド
州
の
大

学
に
留
学
し
ま
し
た
が
、日
本
で

は
復
習
型
な
の
に
対
し
、ア
メ
リ

カ
は
予
習
型
。留
学
生
は
日
本
で

は
”お
も
て
な
し
“さ
れ
る
こ
と
が

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
彼
の
地

は
そ
う
で
は
な
い
。
授
業
も
容
易

で
は
な
く
、
教
授
や
友
人
に
、
と

に
か
く
言
い
ま
く
っ
て
、
訴
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
れ
と
か
、ノ
ー
ト
を
貸
し

て
く
れ
と
か
…
。
と
に
か
く
必
死

で
し
た
。

●
A
I
U
の
卒
業
生
か
ら
見
て
、

秋
田
大
学
の
特
長
は
何
だ
と
思

い
ま
す
か
？

　

専
門
性
の
深
さ
で
す
ね
。
特
に
、

資
源
学
分
野
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

は
す
ご
い
。
私
の
友
人
に
工
学
資

源
学
研
究
科
の
卒
業
生
が
い
ま

す
。
そ
の
専
門
性
を
生
か
す
歩

み
に
お
い
て
モ
デ
ル
と
言
え
る
人

で
、こ
の
１
月
か
ら
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
に
赴
任
す
る
と
の
こ
と

で
す
。

●
将
来
、
報
道
関
係
へ
進
み
た

い
学
生
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
！

　

好
奇
心
だ
け
で
は
な
く
、
問

題
意
識
を
高
め
、持
ち
続
け
る
こ

と
。ま
た「
知
識
」も
必
要
で
、そ

れ
が
な
い
と
取
材
・
記
事
に
深
み

が
出
て
こ
な
い
と
思
い
ま
す
。
記

者
に
な
っ
て
か
ら
も
色
々
な
機
会

（
県
内
外
の
集
ま
り
等
）を
見
つ

け
て
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
、実
行
し
て
い
ま
す
。

　

県
外
出
身
、秋
田
県
の
住
民
に

な
っ
て
ま
だ
数
年
で
あ
る
こ
と
は

事
実
。
だ
か
ら
こ
そ
秋
田
の
企
業

に
勤
め
る
一
人
と
し
て
、
ま
た
県

内
大
学
の
卒
業
生
と
し
て
、地
域

を
少
し
で
も
良
く
し
た
い
、
そ
の

た
め
の
課
題
発
掘
と
情
報
伝
達

に
努
め
た
い
…
、こ
ん
な
熱
い
思
い

が
三
井
さ
ん
の
言
葉
か
ら
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
感
謝
と
敬
服
の「
二

乗
」で
す
。

カメラを構える三井記者

秋
田
魁
新
報
社
記
者

三
井
さ
ん
と
語
る

秋田大学

分校長
だより　Vol.

09

横
手
分
校
長

根
岸
　
均

　
「
中
沸
石（
ち
ゅ
う
ふ
っ
せ

き
）」は
、針
の
よ
う
な
形
の
結

晶
が
放
射
線
状
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。ま
る
で
雪
の
結
晶
の
よ

う
で
、繊
細
な
姿
が
と
て
も
印

象
的
な
鉱
物
で
す
。沸
石
と
い

う
名
称
は
、文
字
通
り
沸
と
う

す
る
石
と
い
う
意
味
で
す
。沸

石
を
加
熱
す
る
と
、肉
眼
で
は

見
え
な
い
小
さ
な
穴
に
入
っ
て

い
る
水
が
蒸
発
し
泡
を
出
し

ま
す
。そ
の
様
子
が
、沸
と
う

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と

か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
オ
ー
ケ
ン
石
」は
、別
名
ラ

ビ
ッ
ト
テ
イ
ル
と
呼
ば
れ
る
、か

わ
い
ら
し
い
鉱
物
で
す
。火
山

岩
の
隙
間
に
刃
状
結
晶
が
集

ま
る
こ
と
で
で
き
ま
す
。産
業

用
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、装
飾
用
と
し
て
人
気
が

あ
り
ま
す
。

　

地
味
な
印
象
が
あ
る
鉱
物

で
す
が
、こ
の
他
に
も
や
さ
し

い
印
象
の
標
本
を
数
多
く
展

示
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
気
に

入
り
を
見
つ
け
に
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

M
ineral Industry M
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秋
田
大
学
大
学
院
工
学
資
源
学
研
究
科
附
属

鉱
業
博
物
館

国
内
及
び
世
界
各
地
か
ら
産
出
し
た
様
々
な
色
や
形
の
鉱

物
、珍
し
い
岩
石
や
化
石
、そ
し
て
鉱
工
業
に
関
連
し
た
資

料
な
ど
を
多
数
展
示
。秋
田
は
冬
真
っ
只
中
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
は
、こ
の
時
期
に
ぴ
っ
た
り
の
不
思
議
な
形
を
し
た
鉱

物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【鉱業博物館】●開館時間／9時～16時　●休館日／12月26日～翌年1月5日
●入館料／大人100円　※高校生以下無料　●お問い合わせ／☎018-889-2461

中沸石（標本の幅20cm）
針状の結晶がとれやすくもろい。

オーケン石（標本の幅17cm）
ウサギの毛のようにふわふわしている。
結晶が細かいため、強く触るとつぶれる。
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OB・OGメッセージ

【質問内容】
1 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
2 

出
身
地
／
出
身
高
校

3 

今
の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由
は
？

4 

仕
事
内
容
は
？

5 

仕
事
を
す
る
上
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

6 

休
日
の
過
ご
し
方
は
？

7 

学
生
時
代
、一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
講
義
・
実
習
は
？

8 

平
成
26
年
の
抱
負
は
？

9 

後
輩
の
み
な
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ

様
々
な
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
秋
田

大
学
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の「
今（
＝
な
う
）」を

お
届
け
し
ま
す
。ひ
と
足
先
に
秋
田

大
学
を
卒
業
し
た
先
輩
た
ち
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

3 子供の頃、屋外で遊ぶことが多かった私は怪
我で通院・入院することがよくありました。その
時優しく、生き生き働く看護師さんの姿が印象に
残りました。また、女性として職業人として自立し、
働き続けるために看護師になりたいと思いました。

4 平成25年度は、中央手術部と看護部教育担
当の仕事を兼務しています。中央手術部では、患
者さんが安心して手術を受けられるように術前訪
問の実施、手術中は常に患者さんの傍で看護実
践をしています。また、手術看護認定看護師とし
て手術看護の質の向上のために、スタッフへの教
育にも積極的に関わっています。看護部教育担当
としては、集合教育（Off-JT）と職場内教育（OJT）
を連携させ臨床現場で役立つ教育体制を強化す
ることを目標に、シミュレーション教育や研修の企
画・運営に携わっています。

5 患者さんに安心・安全な医療を提供するため
には、患者さんを中心とした多職種間の連携が重
要です。安全な医療を提供するために、コミュニ
ケーションを良好にすること、報告・連絡・相談を正
しく行うことを心がけています。

6 美味しいものを食べに行ったり、買い物に
行ったり、家族との時間を大切にするようにして
います。

7 初めての臨地実習1日目、オリエンテーション
中に気分が悪くなり、指導教官や病棟看護師長に
迷惑をかけてしまったことが印象に残っています。
体力には自信がありましたが、体調管理の重要性
を認識させられました。

8 昨年は看護部教育担当1年目で、自己の知識
不足から戸惑うことが多くありました。教育に関し
て基礎固めできるように、自己学習に努めたいで
す。また、患者さんにより良い看護を提供するた
めには、医療職として自分自身が心身共に健康で
ある必要があります。自己管理に努め、元気に仕
事に取り組みたいです。

9 学びや遊びを通して、多くの人との出会いを
大切にしてください。学生時代に得た人からの学
び、コミュニケーションスキルは働いてから必ず
役立ちます。また、人との関わりを通して、他者の
考え方や価値観、自分の考え方の傾向を知る機
会になり、視野が広がります。自分の可能性を信
じて、頑張ってください。

3 きっかけは覚えていませんが、小学校
低学年から医師になりたいと言い続けて
きて、そのまま突き進んできた格好です。
物心ついて、具体的に「将来の自分」を考
えるようになってからは、人の役に立てる
仕事である点、地元に戻って活躍できる技
能を身に付けられる点が魅力でした。

4 数ヶ月単位で診療科を変えながら研修
しています。病棟での仕事が基本ですが、
一部外来での診療、夜間・休日の救急外来
なども行っています。

5 社会人一年目なので、挨拶や積極性、
報告・連絡・相談などに注意しています。特
に重視していることはメモを取ることです。
やるべき仕事が複数ある際、優先順位を
つけるために役立ちます。また、分からな
いことを、分からないままにしないために
も記録しておくことは大切だと思います。

6 仕事をしていると、どうしても運動不
足になるので、運動したり、趣味のドライ
ブなどでリフレッシュしています。

7 5・6年次の臨床実習です。医学の知識
をある程度得てから、実際に医療の現場を
自分の目で見て、肌で感じることはとても
新鮮でした。

8 昨年身に付けたことを発揮し、さらに
新たな技術・知識を会得できればと思いま
す。飛躍の一年にしたいです。

9 一度学生時代や、ここ数年のうちに
やっておきたいことを書き出してみてくだ
さい。目標を具体化すると、実現へ向けて
の道筋がいくつか見えてくるのではないで
しょうか。そのうえで、とりあえず挑戦して
みるという姿勢を持つと、仮にその場は失
敗しても意外なところで活用できる経験
が得られ、実りある学生生活を送ることが
できると思います。

髙敷　倫子さん

Takashiki Rinko
勤務先

秋田大学医学部附属病院 
中央手術部
秋田大学医療技術短期大学部看護学科 
平成5年3月卒業

秋田県／秋田県立秋田北高等学校

【座右の銘】

小板橋  祐也さん

Koitabashi Yuya
勤務先

秋田大学医学部附属病院
卒後臨床研修センター
秋田大学医学部医学科
平成25年3月卒業

秋田県／秋田県立大館鳳鳴高等学校

【座右の銘】

11

22
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学 内 情 報

■教育研究プログラム等採択状況 （平成25年10月1日～ 12月31日採択分）

制度名 プロジェクト名 事業期間（年度） 交付金額等
（単位：千円） 所属・事業代表者

戦略的創造研究支援事業 （個人型研究〈さきがけ〉） RNA分解による
生体恒常性維持機構の解明と制御 25～ 26年度 18,330

医学系研究科
准教授　久場  敬司

戦略的創造研究支援事業（チーム型研究〈CREST〉） PI代謝産物の包括的解析技術の確立 25～ 26年度 23,660
医学系研究科

教授　佐々木  雄彦

戦略的創造研究支援事業（チーム型研究〈CREST〉） イノシトールリン脂質定量解析による
泌尿器がんの診断、治療反応、病勢予知 25～ 26年度 6,045

医学系研究科
教授　羽渕  友則

戦略的創造研究支援事業（チーム型研究〈CREST〉）
リン脂質プロファイルによる
悪性リンパ腫新規診断技術の開発と
創薬標的分子の同定

25～ 26年度 11,765
医学系研究科

講師　田川  博之

平成25年度地域産学官連携科学技術振興事業費補助事業
イノベーションシステム整備事業
大学発新産業創出拠点プロジェクト（プロジェクト支援型）

紫外可視光変換材料の開発および
量産技術の確立と事業化 24～ 26年度 29,407

（25年度配分額）
工学資源学研究科
講師　辻内　裕

■平成25年度科学研究費助成事業交付決定一覧 （新規採択分） 所属・職については、平成26年1月1日現在

研究種目 研究代表者
（所属・職・氏名）

交付金額（単位：千円）
研究課題名

直接経費 間接経費 計

特別研究員奨励費 医学系研究科
教授　今井  由美子 400 0 400

代謝　エピジェネティクスからみた
インフルエンザの病態の解明

 ■人事異動情報（平成25年10月2日～平成26年1月1日） 
　【掲載対象は、部局長等・教授以上】

発令年月日 新配置 旧配置 氏　名
採　用　等

平成25年11月1日 新学部創設準備担当
教授 荒戸  裕之

昇　　任

平成25年11月1日
地域創生センター

地域防災部門
教授

地域創生センター
地域防災部門

准教授
水田  敏彦

平成26年1月1日 医学系研究科
教授

医学部附属病院
腫瘍情報センター

准教授
廣 川　 誠

 ■海外渡航【学生の海外派遣事業等】
事業名 所属学部等名・氏名 留学先大学名（国名） 渡航期間

秋田大学
学生海外派遣

支援事業

教育文化学部
国際言語文化課程

［3年］佐々木　美祐

交換留学／
ハイファ大学

（イスラエル）
25.10～26.8

秋田大学学生への
「教育研究支援基金」の
ご協力をお願い申し上げます。

秋田大学では、教育研究等の充実・発展のため「秋田大学教育研究支援基金」を創設
しております。この基金の趣旨をご理解いただき、皆様のあたたかいご支援、ご協力
をお願い申し上げます。なお、寄附は学内からも随時受け付けております。詳しくは
秋田大学ホームページをご覧ください。
●http://www.akita-u.ac.jp/honbu/ed_fund/index.html

この基金の趣旨にご賛同、ご協力いただきました皆様へ、心より感謝申し上げます。寄
附金については秋田大学の教育研究、社会貢献・国際交流活動、学生支援等の充実の
ため有効に活用させていただく所存でございます。今後とも秋田大学の教育研究活動
等に対し、格段のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

【ご協力いただいた皆様】（平成25年10月～12月末）
●秋田大学生活協同組合  様　●成田 正英  様

【お問い合わせ先】 秋田大学 教育研究支援基金事務局
　　　　　　　　  〒010-8502 秋田市手形学園町1番1号
　　　　　　　　  TEL：018-889-2264（担当 学生支援課）
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ニュース&トピックス

ニュース
&

トピックス
News & Topics

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

6
カ
国
の
研
修
生
が

資
源
学
研
修

　

国
際
資
源
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、﹁
持
続
可
能
な
国
際
資
源
学
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
3
﹂を

10
月
7
日
か
ら
11
月
1
日
ま
で
の
4
週

間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

3
回
目
と
な
る
今
年
は
モ
ン
ゴ
ル
・

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
ボ
ツ
ワ
ナ
・
タ
イ
・フ
ィ

リ
ピ
ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
12
名
の

研
修
生
が
参
加
。県
内
の
資
源
関
連
施

設
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
や
、教
員

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
個
別
研
究
を

行
い
ま
し
た
。

吉
村
学
長
ら

県
文
化
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
る

　

11
月
1
日
、秋
田
県
文
化
功
労
者
お

よ
び
秋
田
市
文
化
章
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、吉
村
学
長
を
は
じ
め
、秋
田
大
学
の

教
員
3
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

︻
県
文
化
功
労
者
︼

　

●
教
育
分
野
／
吉
村　

昇　

学
長　
　

　

●
学
芸
分
野
／
井
上  

正
鉄　

教
授

（
教
育
文
化
学
部
）

︻
市
文
化
章
︼

　

●
学
術
分
野
／
濱
田  

文
男　

教
授

（
工
学
資
源
学
研
究
科
）

図
書
リ
ユ
ー
ス
市
を

開
催

　

附
属
図
書
館
は
11
月
14
日
、﹁
図
書
リ

ユ
ー
ス
市
﹂を
開
催
し
ま
し
た
。

　

収
蔵
期
間
の
過
ぎ
た
図
書
な
ど
を

再
活
用
す
る
た
め
の
試
み
で
、来
場
者

は
上
限
5
冊
ま
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

初
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
会
場
前

に
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
見

せ
、出
品
1
7
6
2
冊
中
6
0
7
冊
の

引
き
取
り
手
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

資
源
分
野
に
お
け
る

J
I
C
A
と
の

連
携
に
合
意

　

11
月
19
日
、資
源
分
野
に
お
け
る
連

携
を
強
化
す
る
た
め
国
際
協
力
機
構

（
以
下
、
J
I

C
A
）と
連
携
合
意
書

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

J
I

C
A
は
こ
れ
ま
で
国
内
26
大
学

と
連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、東
北
で
は

初
と
な
り
ま
す
。

　

世
界
各
地
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ

J
I

C
A
と
の
連
携
に
よ
り
、秋
田
大

学
が
得
意
と
す
る
資
源
分
野
に
お
け
る

教
育
・研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

「持続可能な国際資源学ショートステイプログラム2013」に参加した
アジア・アフリカの研修生

多くの来場者で賑わう「図書リユース市」

国際協力機構（JICA）と連携合意書の締結に臨む吉村学長〈写真右〉

　秋田大学の技術系職員が教育研究等で活用する専門技術を、地域の方々に広く知っていただくこ
とを目的に毎年開催しています。楽しみながら理工系に興味を持ってもらえるようにと、今年度は11
の参加者体験型企画を用意。当日は小学生のお子さんのいる家族連れを中心にたくさんの来場者で
にぎわい、スライム作りや滑石を加工したペンダント作り、野菜や果実を使った科学実験などを体験し
ました。親も子も楽しめて、科学を身近に感じることができたと好評を得ました。ここから未来の「リケ
ジョ」「リケ男」が誕生するかもしれません？

「秋田大学総合技術部 第五回テクノフェスタ
　－来て、見て、体験してみよう！－」
11月9日（土）、秋田拠点センター・アルヴェで開催

カイロ作りに挑戦

ムラサキキャベツから採取した液を用いてｐHを調べる実験

滑石でペンダント作り

手作り望遠鏡に興味津々

Pickup
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ニュース&トピックス

　12月2日～1月14日、手形キャンパスでイルミネーションの点灯を行いました。夜の学園街を
魅力的な場に変え、地域の方々も親しめる街作りの一環で、今冬で5回目の開催。
　初日の点灯式では吹奏楽団の学生によるサックス三重奏が、19日には混声合唱団によるコン
サートが行われ、集まった学生や家族連れは美しい調べと光の競演に酔いしれました。
　点灯期間中は、学生や地域の方々が正門や図書館前で記念写真を撮るなど思い思いにイル
ミネーションを楽しむ姿が多く見られました。小さいお子さんを連れた秋田市内の女性は「今年
初めて訪れたが、想像していたよりもきれいで驚いた。大学を身近に感じることができた」と笑
顔を見せてくれました。

イルミネーション点灯
ジ
ュ
ニ
ア
・メ
デ
ィ
カ
ル
・

サ
イ
エ
ン
ス
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

　

11
月
19
日
﹁
ジ
ュ
ニ
ア
・
メ
デ
ィ
カ

ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
～
秋

田
大
学
の
最
先
端
医
学
系
研
究
室
を

の
ぞ
い
て
み
よ
う
～
﹂を
教
育
文
化
学

部
附
属
中
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
年
生
を
対
象
に
、最
先
端
・
次
世

代
研
究
開
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
採
択
者

（
今
井
由
美
子
教
授
、佐
々
木
雄
彦
教

授
、久
場
敬
司
准
教
授
）が
大
学
で
の
研

究
活
動
の
内
容
や
成
果
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
た
ほ
か
、自
身
の
中
学
時
代

や
進
路
選
択
へ
の
考
え
方
な
ど
も
交
え

て
講
話
を
行
い
、未
来
へ
の
希
望
を
抱
か

せ
る
心
の
通
っ
た
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

県
・
能
代
市
と
、

宇
宙
分
野
で
の
連
携

協
力
の
覚
書
締
結

　

秋
田
大
学
と
秋
田
県
・
能
代
市
の
三

者
は
12
月
5
日
、宇
宙
分
野
の
産
業
創

出
を
目
指
す
連
携
協
力
の
覚
書
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

三
者
は
社
団
法
人﹁
あ
き
た
宇
宙
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
仮
称
）﹂を
平
成
25
年

度
内
に
設
立
す
る
予
定
。宇
宙
イ
ベ
ン

ト
や
県
内
企
業
と
の
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
共

同
実
験
な
ど
を
行
い
、地
域
産
業
の
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

路
面
凍
結
に
関
す
る

市
民
向
け
講
座
を
開
催

　

鉱
業
博
物
館
は
12
月
19
日
、市
民
向

け
開
放
講
座﹁
寒
冷
地
に
お
け
る
暮
し

の
熱
問
題
﹂を
行
い
ま
し
た
。

　

伝
熱
工
学
専
門
で
鉱
業
博
物
館
研

究
員
で
も
あ
る
菅
原
征
洋
名
誉
教
授
が
、

秋
田
に
住
む
人
な
ら
誰
し
も
経
験
の
あ

る
道
路
の
路
面
凍
結
に
つ
い
て
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
説
明
し
、受
講
者
は
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

留
学
生
、も
ち
つ
き
を

体
験

　

12
月
20
日
、留
学
生
体
験
事
業﹁
日

本
の
も
ち
つ
き
﹂を
手
形
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

秋
田
大
学
で
学
ぶ
留
学
生
が
日
本

の
伝
統
文
化
に
触
れ
、日
本
人
学
生
や

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
か
ら
指
南
を
受
け
、留

学
生
た
ち
が
初
め
て
の
杵
と
臼
に
挑
戦

し
ま
し
た
。予
想
以
上
に
重
い
杵
に
悪

戦
苦
闘
、あ
ち
こ
ち
か
ら
歓
声
が
上
が

り
ま
す
。一
仕
事
を
終
え
た
後
は
、お
楽

し
み
の
試
食
会
。つ
き
た
て
の
お
餅
を

入
れ
た
お
雑
煮
や
、餡
や
き
な
粉
で
味

付
け
し
た
和
ス
イ
ー
ツ
に
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。

﹁
教
育
ミ
ニ
ミ
ニ
実
習
﹂

で
教
師
の
卵
ら
が
奮
闘

　

横
手
分
校
は
、教
職
を
目
指
す
高

校
生
・
大
学
生
を
対
象
に
、教
職
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム﹁
教
育
ミ
ニ
ミ
ニ
実
習
﹂

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
12
月
か
ら
平
成
26
年
1

月
に
か
け
計
5

日
間
、
横
手
南

中
学
校
で
、
高

校
生
・
大
学
生
24

名
が
学
習
指
導

補
助
や
実
習
授

業
に
挑
戦
。
部

活
動
指
導
補
助
・

保
護
者
懇
談
に

も
取
り
組
み
ま

し
た
。

教
員
養
成

シ
ス
テ
ム

を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催

　

1
月
11
日
、シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム﹁
地
域
力
を
生
か
し
た
教

員
養
成
シ
ス
テ
ム
～
”教
員
養
成
秋
田

モ
デ
ル

“
＆
横
手
分
校
の
取
り
組
み

～
﹂を
横
手
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

国
立
大
学
協
会
が
募
集
す
る﹁
平
成

25
年
度
大
学
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂の

採
択
を
受
け
実
施
し
た
も
の
で
、当
日

は
教
育
関
係
者
50
名
が
参
加
し
ま
し

た
。基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
、教
育
実
習
の
あ
り

方
や
教
員
に
求
め
ら
れ
る
力
量
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド

ラ
ー
ネ
大
学
と

学
術
交
流
協
定
を
締
結

　

1
月
12
日
、モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
共
和
国

の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大

学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
は
、平
成
8
年
ご
ろ

か
ら
年
7
％
前
後
の
安
定
し
た
経
済
成

長
を
続
け
て
い
ま
す
。ま
た
、近
年
の
資

源
開
発
に
は
日
本
政
府
・
企
業
も
積
極

的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大

学
は
首
都
マ
プ
ト
に
あ
り
、同
国
で
最

も
歴
史
の
あ
る
国
立
総
合
大
学
。　　

　

本
協
定
で
は
、留
学
生
や
研
究
者
の

相
互
受
け
入
れ
を
行
う
予
定
で
、と
り

わ
け
4
月
開
設
の
国
際
資
源
学
部
に

お
け
る
教
育
・
研
究
の
推
進
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

　

な
お
締
結
式
は
、モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
訪

問
中
の
安
倍
晋
三
首
相
及
び
ゲ
ブ
ー

ザ
大
統
領
の
立
会
い
の
も
と
行
わ
れ

ま
し
た
。

イルミネーション点灯式での学生によるサックス三重奏

横手南中学校で実施した「教育ミニミニ実習」

シンポジウム「地域力を生かした教員養成システム」

エドゥアルド・モンドラーネ大学代表と玉本理事〈写真左〉

「ジュニア・メディカル・サイエンス・ミーティング」で説明する久場准教授

Pickup

もちつき体験を楽しむ留学生
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環境省 東北地方環境事務所 主催
東北アクティブレンジャー写真展
「東北の自然～風景～」
●1月20日（月）～2月21日（金）10:30～17:00
　（土日祝は除く）
●手形キャンパス インフォメーションセンター
●入場無料
☎018-867-8588（秋田自然保護官事務所）
------------------------------------------------------------

秋田大学 高校地学セミナー in 東京
地学を履修する高校生を対象に、気象・岩石・天文学
などの演習を交えながら学びます。

●2月8日（土）、9日（日）、3月8日（土）、9日（日）、
　15日（土）、16日（日）10:00～16:00（全6回）
●キャンパス・イノベーションセンター東京
　5階508室（東京都港区芝浦3-3-6）
●入場無料　●要申込
☎018-889-2528（教育文化学部）
------------------------------------------------------------

キャリア教育FDシンポジウム
「キャリア形成支援の方法論と実践」
どのように学生のキャリア形成を支援できるのか議
論します。
●2月13日（木）13:00～16:00
●手形キャンパス ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー
●入場無料　●要申込
☎018-889-3057
　（教育推進総合センターACEP事務局）
------------------------------------------------------------

ライフサイエンス系研究者のための
英語論文書き方ワークショップ
～研究結果を海外にアピールするために～
●2月18日（火）17:00～19:00
●本道キャンパス医学系研究棟3階
●入場無料　●要申込
☎018-889-3007（学術研究課）
------------------------------------------------------------

第7回鉱業博物館市民向け開放講座
「男鹿半島・大潟ジオパークのいま」
白石建雄名誉教授が、男鹿半島・大潟ジオパークの
現状について紹介します。
●2月20日（木）15:30～16:30
●鉱業博物館講堂
●入場無料
☎018-889-2461（鉱業博物館）
------------------------------------------------------------

教育文化学部音楽教育講座
自由研究演奏会 
●2月21日（金）17:00～20:30
●秋田市文化会館小ホール（秋田市山王7丁目3-1）
●入場無料
☎018-889-2563（教育文化学部音楽教育講座）
------------------------------------------------------------

2014スノーキャンドルストリート
in あに
～みんなでつくろう みんなでつなごう～
地域の資源「雪」と各家庭にある「ろうそく」を使い、
地区内をスノーキャンドルの灯りでつなぎます。秋
田大学北秋田分校が後援しています。
●2月22日（土）13:00～20:00
●北秋田市阿仁水無地区・銀山地区
●入場無料
☎018-889-2270（地域創生課）
------------------------------------------------------------

平成25年度　秋大憩いのコンサート
【第41回】●2月23日（日）14:00～
“気分はアメリカン”／フォスター、ジョプリン、
ガーシュイン…アメリカの小品を集めて
【第42回】●3月29日（土）14:00～
“青春の思いと旅の歌曲”／
シューベルトの“三大歌曲集”から抜粋
●手形キャンパス インフォメーションセンター
●入場無料
☎018-889-2647（教育文化学部准教授 齋藤）
------------------------------------------------------------

産学イブニング・サロンあきた
（SESSA）
産（企業）、学（大学）、官（行政）らが集い、切磋琢磨
する交流の場、大学の研究を説明する対話の場。自
由に語らいながら秋田の未来につながるヒントを探
します。
【第23回】●2月27日（木）18:00～20:00
【第24回】●3月27日（木）18:00～20:00
●手形キャンパス 大学会館
●会費1,000円（軽食等の提供あり）
☎018-889-2712（産学連携推進機構）

------------------------------------------------------------

教育文化学部美術科
第61回卒業記念展
●2月27日（木）～ 3月3日（月）10：00～17：00
　（初日12：00開始・最終日15：00終了）
●アトリオン3階第三展示室
　（秋田市中通2丁目3-8）
●入場無料
☎018-889-2509（教育文化学部）

------------------------------------------------------------

秋田大学卒業式
●3月22日（土）10:30～
●秋田県民会館（秋田市千秋明徳町2-52）
☎018-889-2207（総務課）

------------------------------------------------------------

秋田大学入学式
●4月5日（土）10:30～
●秋田県民会館（秋田市千秋明徳町2-52）
☎018-889-2207（総務課）

------------------------------------------------------------

イベント&講座・講習会

　

こ
の
冬
の
秋
田
は
雪

が
多
く
、例
年
以
上
に

春
が
待
ち
遠
し
く
感

じ
ま
す
。入
試
シ
ー
ズ

ン
本
番
を
迎
え
、キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
緊
張
し
た
面
持
ち
の
受

験
生
を
見
か
け
る
と
こ
ち
ら
も
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。就
職

活
動
が
本
格
化
し
、リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー

ツ
姿
の
学
生
も
ち
ら
ほ
ら
。卒
業
を

控
え
た
４
年
生
は
卒
論
完
成
を
め
ざ

し
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
中
で
す
。こ
の
雪

が
解
け
る
頃
、そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
春

を
迎
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
号
の
巻
頭
で
は
こ
の
春
に
再
編

さ
れ
る
二
つ
の
学
部
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
ま
し
た
。ヒ
ト
を
育
て
る
教
育
文

化
学
部
と
、モ
ノ
づ
く
り
の
理
工
学
部
。

文
系
と
理
系
、分
野
は
違
い
ま
す
が
、

ど
ち
ら
の
学
部
も
教
育
・研
究
を
通

じ
て
地
域
活
性
化
の
核
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、新
体
制
に
先
駆
け
て
、秋
田

大
学
は
新
ロ
ゴマ
ー
ク
を
制
定
し
ま

し
た
。躍
動
感
溢
れ
る
こ
の
マ
ー
ク
が
、

こ
れ
か
ら
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る
こ

と
を
願
って
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
紙
を
飾
る
の
は
、ミ
ス
秋

大
2
0
1
3
に
輝
い
た
教
育
文
化
学

部
４
年
の
守
屋
さ
ん
。寒
空
の
下
で

も
つ
ら
い
素
振
り
を
見
せ
ず
、イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョン
以
上
に
ま
ぶ
し
い
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
健
気
な

姿
と
周
囲
へ
の
気
配
り
に
は
本
当
に

心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。守
屋
さ

ん
に
と
って
も
卒
業
前
の
思
い
出
の一つ

と
な
って
く
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。（
安
）

編集
後記

●
ア
プ
リ
ー
レ
の
由
来

「
ア
プ
リ
ー
レ
」と
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で「
開
く
、
開

け
る
」と
い
う
意
味
で
す
。「
積
極
的
に
秋
田
大
学

の
窓
を
開
放
す
る
」こ
と
を
意
識
し
て
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

平成26年度

秋田大学入学者
選抜日程

一般入試（前期日程）
■試験実施日
　　平成26年2月 25日（火）
 26日（水）
■合格者発表
　　平成26年3月7日（金）

一般入試（後期日程）
■試験実施日
　　平成26年3月12日（水）
■合格者発表
　　平成26年3月21日（金）

※募集人員、選抜方法等については、一般
　入試学生募集要項を必ずご確認ください。

「インターネットで読める書籍」のはなし
「電子ブック」とか「電子ジャーナ
ル」って聞いたことあるかな？簡単
に言うと電子ブックは図書を、電子
ジャーナルは学術雑誌を電子化して
インターネットで利用できるようにし
たものなんだ。24時間、学内のネット
回線であればどこからでも利用でき
てとっても便利だよ。電子ジャーナル
は、ここ10数年であっという間に普及
して、プリント版より早く論文を読む
ことができるという点でも、研究者に
とって必要不可欠なものになってる
んだ。秋田大学では今約6,500タイト
ルの電子ジャーナルが閲覧できるん
だワン。

電子ブックも電子ジャーナルも無料
で公開されているものは、君の家の
パソコンや iPadからだって利用で
きるよ。例えば“青空文庫”（http://
www.aozora.gr.jp/）では著作権
の消滅した文学作品が電子化されて
いて、芥川龍之介や夏目漱石など、そ
うそうたる文豪たちの作品を電子
ブックで読むことができるんだ。そし
て、何を隠そうこの“アプリーレ”だっ
て秋田大学のホームページから電子
ブックで読むことができるんだ。ぜひ
見てほしいワン!

しゅうとくんの図書館あるある
ボクは秋田大学附属図書館マスコットの秋田犬、しゅうと。図書館に
棲んでいるボクが、図書館にまつわる“あるあるネタ“を教えるね。

iPadで読む電子ブック

電子ブック版〈アプリーレ〉

●くわしくは「秋田大学  アプリーレ」で検索!!

秋田大学　アプリーレ 検 索


